
日本政府や企業の

ガザ・ジェノサイドへの加担を

止めよう！

3.17なごや市民集会

3/17(日) 

1３：００開場 13:30開始

(第一部終了予定15時10分)

名古屋市教育館

6階研修室

参加費500円

(低所得者無料)

UDトークあり
（名古屋市東区泉1丁目1−4）

主催：ガザ緊急アクションなごや
名古屋市中村区那古野１の44の17嶋田ビル２Ｆ

husen@jca.apc.org bdsnagoya@gmail.com 050-3593-5130



イスラエルによるパレスチナ・ガザ地区への大量殺戮(ジェノサイド)が続いてしまってい
ます。3万人以上のパレスチナの人々を殺害し、6万人以上の人々を傷つけ、食料供給と生
存に必要な物資の輸送を停止・阻止・妨害することで飢餓を発生させ、多くの人々を栄養失
調と飢え死にへと追い込みながら、イスラエルはジェノサイドを続けています。
人類最大の罪であるジェノサイドを、日本政府は「イスラエルの自衛権を擁護」すると表

明し、イスラエルによるパレスチナへの攻撃を現実において支持することで加担・推進して
います。そして停戦をもとめる国連決議・安保理決議に棄権と反対を繰り返しています。
ジェノサイドへの加担は日本政府だけではありません。日本企業であるFANUC（本社山

梨県）はイスラエルがパレスチナの人々を殺害する兵器を生産しているエルビット・システ
ムズの武器製造ラインにロボットを納入し、ジェノサイドに加担しています。
私たちは、私たちの政府を介してパレスチナの人々への虐殺とジェノサイドに加担させら

れてしまっています。そして日本企業もジェノサイドに加担しています。
なぜこのような状況になってしまったのか？どうすれば良いのか？講師の方のお話ととも

にいっしょに考えていきたいと思います。

ガザ緊急アクションなごや
husen@jca.apc.org bdsnagoya@gmail.com 050-3593-5130

名古屋市中村区那古野１の44の17嶋田ビル２Ｆ

終了後
デモやります！

(詳細は別紙もしくは
SNSを参照)

第1部 講演
（13時30分～15時10分）

講師

高橋そうるさん
 

大阪女学院大学・大学院
教授(人権・平和)

早稲田大学卒、英国エセックス大学院にて法学修士号
（国際人権法）取得。アムネスティ・インターナショナ
ルの日本支部及び国際事務局（ロンドン）で勤務後、
ジュネーブなどを経て2009年3月より2014年5月まで国連
人権高等弁務官事務所パレスチナ副代表を務める。

2014 年6月より英国の国際人権NGO、Business & 
Human Rights Resource Centre日本代表、2019年4月よ
り現職。
著書に「パレスチナ人は苦しみ続ける：なぜ国連で解

決できないのか」（現代人文社）、Civil and Political 
Rights in Japan: a Tribute to Sir Nigel Rodley (Routledge)
など。

第２部 交流企画
（１５時30分～1６時４５分）

この間活動に参加している団体
・個人による交流企画を行います。
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